
ブルネイ・ダルサラーム国

●学部学生 約3,000人 ●大学院生 約770人 ●教員 約470人 ●留学生 約370人
ホームページ http://www.ubd.edu.bn/

交流協定締結年月日：2009年11月8日 主管学部：医学部

ブルネイ・ダルサラーム大学
Universiti Brunei Darussalam

年度
受入・派遣

Ｈ31 Ｒ2 R３

学生の受入 20 0 0

学生の派遣 12 0 0

研究者・職員の受入 2 0 0

研究者・職員の派遣 3 0 0

オンライン交流参加者（本学） 16 25

オンライン交流参加者（相手機
関）

18 13

ブルネイ・ダルサラーム大学（UBD）は、1985年に設立された総合大学である。学位取得コースは、国民
及び外国人に開かれていて、政府による奨学金制度（教科書や交通機関及び宿泊費）が、ブルネイ国民に授与さ
れている。1989年に最初の卒業生を送り出し、現在のツング・リンクのキャンパスは、1995年9月に正式に
オープンした。医学部では英語での、Problem Based Learning（PBL）を主体としたチュートリアル中心の
基礎教育を3年間行い、その後3－4年は英国、カナダ、オーストラリアの各大学医学部に編入し、臨床教育を
受けて医師免許を取得する。2009年には大学間協定が結ばれ、さらに医学部とブルネイ国保健省との国際協力
協定が結ばれた。特に医学部では、本学医学部との双方向性の学生交流が積極的に行われ、実績が積まれている。

国際交流の特色

交流実績（平成３１年度～令和３年度）

教員からの声 学生からの声

I had the opportunity to attend the Global Classroom of Lifestyle-
related Diseases that was held from January 10th to February 22nd,
2022, and conducted via zoom platform. The course was hosted by
PAPRSB Institute of Health Sciences, and UBD Global Affairs of
Universiti Brunei Darussalam. The course was participated by
students from three universities; UBD, Kagawa University, and
Mahidol University, and the lectures were delivered by experts from
these three institutions.

In this course, we learned about the current situation of lifestyle-
related diseases (such as Diabetes Mellitus, Cardiovascular and
Mental health diseases), which are becoming the main health burden
in these three countries. The most exciting part was I could learn and
listen to the sharing experience of health management from the
different perspectives of these countries. Hence, this added to my
current knowledge and created a future collaboration between these
three institutions.

医学系研究科4年 Salimah Binti Japar

ブルネイ国はアジアでも最も英語能力が優れ、治安が良く、
政治的、経済的にも安定したイスラム教王国です。 UBD医
学部では英国式医学教育としてProblem-Based Learning
を実施しており、国際的な視野を持った医師の教育で顕著
な効果を挙げています。2006年から医学部間で協定を結
び、さらに全学協定に発展しました。UBDにおける夏季医
学教育コース（5ー６週間）や課題実習（４ー５週間）、
香川大学における冬季医学セミナー（3週間）やディスカ
バリーイヤープログラム（14週間），さぬきプログラム等
を介した相互派遣等、さらに交流を深め、将来アジアで活
躍するリーダーの育成にともに取り組んでいます。コロナ
禍で人的な相互交流は一時停滞せざるを得なくなりました。
しかし、遠隔での交流が継続する一方、令和4年度からは
中期の研究インターンシップによる相互交流が開始される
等、人的交流も再開されつつあります。

医学部国際交流委員会委員長・教授 和田健司
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